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〈短 報〉
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（2022年 3月 15日受付・2022年 8月 17日受理）

要 旨
日本国内では，2021年 12月より新型コロナワクチンの 3回目接種が実施されている．
今回は，綜合病院山口赤十字病院の職員 539名を対象に 2回目接種後及び 3回目接種後の副反応
についてのアンケート調査を実施した．アンケート調査の結果より，全身症状（発熱（37.5℃以上），
けん怠感，頭痛，寒気，嘔吐・嘔気，下痢，筋肉痛，関節痛），局所反応（注射部位の疼痛，発赤，
腫脹，硬結，掻痒感，熱感）ともに 2回目接種後に副反応があった場合に，3回目接種後の副反応
が有意に高いことが分かった．このことより，医療従事者は副反応の発生頻度の情報提供をする場
合，初回接種時の副反応の発生状況を確認する必要がある．
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新型コロナウイルス（Severe acute respiratory syn-
drome coronavirus2：SARS-CoV-2）は 2019年 12月に
初めて確認され１），2022年 2月時点，感染者数は世界で
4億人を超えている２）．このような世界的なパンデミッ
クの中，2021年 2月に国内初となる SARS-CoV-2に対
するmRNAワクチンである BNT162b2ワクチンが特例
承認された３）．
綜合病院山口赤十字病院（以下，当院）では，2021

年 3月より，BNT162b2ワクチンの初回接種を開始し，
同年 12月に追加接種を実施した．
現在，3回目接種が進行している４）が 2回目接種後の
副反応と 3回目接種後の副反応の関係性については調べ
られていない．今回は当院職員を対象に BNT162b2ワ
クチン 2回目，3回目接種後の副反応についてのアン
ケート調査を実施し，2回目接種後の副反応と 3回目接
種後の副反応の関係性について調べたため報告する．
BNT162b2ワクチン 2回目接種を 2021年 4月 18日，
3回目接種を 2021年 12月 19日までに実施した当院職
員のうち 2回目，3回目接種後に院内イントラネットを

用いた 2回のアンケートに回答した職員を対象とした．
質問項目は，性別，年齢（20歳代・30歳代・40歳代・
50歳代・60歳以上），1回目，2回目，3回目接種後の
副反応として全身症状（発熱（37.5℃以上），けん怠感，
頭痛，寒気，嘔吐・嘔気，下痢，筋肉痛，関節痛），局
所反応（注射部位の疼痛，発赤，腫脹，硬結，掻痒感，
熱感），その他の副反応とした．なお，本アンケートで
は，回答にグレード評価は使用せず，自覚症状の有無と
して回答することにした．
カテゴリー変数の解析は Fisher’s exact testを適応し，
有意確率 5％未満を統計学的に有意とした．データ分析
には統計解析ソフトウェア EZR（バージョン 1.54）を
用いた５）．なお，本調査は，綜合病院山口赤十字病院倫
理審査委員会の承認を得て実施した（R3-11）．
結果は，2回目接種後のアンケート対象者は 1262名

で，うち回答した職員は 680名（回答率 53.9%），3回目
接種後のアンケート対象者は 1252名で，うち回答した
職員は 585名（回答率 46.7%）であった．2回のアンケー
トを回答した職員 539名を本研究の対象者とした．性別
及び年齢は男性 119名（20歳代 15名，30歳代 31名，40
歳代 35名，50歳代 24名，60歳以上 14名），女性 420綜合病院山口赤十字病院薬剤部
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名（20歳代 83名，30歳代 99名，40歳代 120名，50歳
代 95名，60歳以上 23名）であった．
1回目接種後の副反応の発生頻度は，発熱（37.5℃以
上）1.7%，発熱（38.0℃以上）0.9%，けん怠感 25.2%，
頭痛 12.8%，寒気 5.6%，嘔吐・嘔気 2.6%，下痢 1.7%，筋
肉痛 54.9%，関節痛 7.4%，注射部位の疼痛 84.0%，発赤
2.4%，腫脹 12.8%，硬結 3.7%，掻痒感 5.0%，熱感 11.3%
であった．2回目接種後の副反応の発生頻度は，発熱
（37.5℃以上）42.9%，発熱（38.0℃以上）28.0%，けん
怠感 76.8%，頭痛 46.9%，寒気 44.9%，嘔吐・嘔気 9.5%，
下痢 3.7%，筋肉痛 57.9%，関節痛 34.5%，注射部位の疼
痛 82.0%，発赤 4.6%，腫脹 14.3%，硬結 4.6%，掻痒感 8.5%，
熱感 19.1%であった．3回目接種後の副反応の発生頻度
は，発熱（37.5℃以上）36.5%，発熱（38.0℃以上）16.1%，
けん怠感 64.4%，頭痛 40.6%，寒気 28.8%，嘔吐・嘔気 5.4%，
下痢 2.0%，筋肉痛 36.7%，関節痛 27.1%，注射部位の疼
痛 82.4%，発赤 13.5%，腫脹 25.2%，硬結 5.2%，掻痒感
15.0%，熱感 23.7%であった．2，3回目接種後に副反応
が出なかったものは 8名（1.5%）であった．
また，表 1に 2回目接種後の副反応の発生の有無と 3

回目接種後の副反応の発生頻度との関係性を示す．全身
症状（発熱（37.5℃以上），けん怠感，頭痛，寒気，嘔
吐・嘔気，下痢，筋肉痛，関節痛），局所反応（注射部
位の疼痛，発赤，腫脹，硬結，掻痒感，熱感）のすべて
の副反応において，2回目接種後に副反応が起きた場合，
2回目接種後に副反応が起きなかった場合と比較して 3
回目接種後に副反応の発生頻度が有意に高かった．
その他の副反応に関しては自由記載での回答としてお
り，2回目接種後の副反応は食欲不振 1.1%，胃の不快感
0.9%，風邪症状 0.7%，腰痛 0.7%，しびれ 0.7%，腋窩の
疼痛 0.6%，眼症状（疼痛など）0.6%，腹痛 0.6%，咽頭
痛 0.4%，集中力の低下 0.4%，生理不順 0.4%であった．3
回目接種後の副反応は腋窩の疼痛 8.3%，腰痛 0.7%，リ
ンパの疼痛（部位記載なし）0.6%，めまい 0.6%，風邪
症状 0.6%，食欲低下 0.6%であった．
本調査は，単一施設の医療従事者を対象としたため，
男性（119名，22.1%）に比べ，女性（420名，77.9％）
が多く，小児，高齢者を含んでいない．
2，3回目接種後の副反応は，海外の臨床試験６）と比較
して嘔吐，腫脹，発赤の発生頻度は高かったが下痢の発
生頻度は低かった．本調査では質問項目を嘔吐・嘔気と
したため，発生頻度が高くなった可能性がある．海外の
臨床試験６）では発熱の定義を 38.0℃以上としているが，
38.0℃以上の発熱の発生頻度は，2回目接種後では 16～
55歳で 16.4%，55歳以上で 11.0%，3回目接種後では 16～
55歳で 8.7%と報告されており，本調査の方が 2，3回
目接種後の 38.0℃以上の発熱の発生頻度が高かった．本

調査では女性の割合が多く，女性の方が発熱の発生頻度
が高かったことが影響したと考える．また，腋窩の疼痛
は，3回目接種後に発生頻度が増加する報告７）があり本
調査でも増加した．本調査では，アンケートの回答を容
易にするためグレード評価を用いていない．発熱以外の
副反応を自覚症状の有無で評価したことにより，副反応
の発生頻度が正確でない可能性がある．しかし，本調査
の 2，3回目接種後の副反応の発生頻度は，海外の臨床
試験６）と比べ，嘔吐，腫脹，発赤以外の副反応の発生頻
度は同程度であった．このことから本調査においては主
観的な副反応の評価方法であったが，医療従事者が多く
含まれていることも踏まえ発生頻度への影響は少なかっ
たと考える．すべての副反応において 2回目接種後に副
反応が発生した場合，2回目接種後に副反応が発生しな
かった場合と比較して 3回目接種後に副反応の発生頻度
が有意に高いことが分かった．現在，日本国内では追加
接種が進んでいるが，新型コロナワクチンの副反応につ
いて相談窓口を設置している自治体もあり，医療従事者
が副反応の情報提供を求められている８）．本調査から，医
療従事者が副反応の情報提供を行う場合には，初回接種
時の副反応の発生状況を確認し，個別に対応する必要が
あると考える．
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Relationship between the Adverse Reactions after the Second and Third Doses of

the BNT162b2 Vaccine

Yuta SASAKI and Masamichi AMASAKI

Department of Pharmacy, Yamaguchi Red Cross Hospital

Abstract
The third dose of COVID-19 vaccine has been administered in Japan since December 2021. In
this study, we conducted a questionnaire survey on 539 employees of the Yamaguchi Red Cross
Hospital regarding adverse reactions after the second and third doses of the vaccine. The results
of the questionnaire survey indicated that fever (37.5℃ or higher), fatigue, headache, chills, vom-
iting/nausea, diarrhea, myalgia, and joint pain) and local reactions (pain, redness, swelling, indura-
tion, scratchiness, and heat at the injection site) were significantly more likely to occur after the
second dose and then after the third dose when adverse reactions were present. Based on ad-
verse reactions after the second immunization, we believe that the occurrence of adverse reac-
tions after the third immunization can be predicted.
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